
A-3 モチモチの木

昔の家の間取り（画像パネル）

木うす（画像パネル）

石うす（画像パネル）

かまど（画像パネル）

まき（画像パネル）

はんてん（画像パネル）

昔の月の数え方・昔の距離の数え方
（図表シート）

対象学年・教科
小学校３年国語科「モチモチの木」

ねんねこ半纏は、赤ちゃんをおぶったまま着られる半纏です。赤
ちゃんの頭が出るように襟元がゆったりと作られています。

昔の数え方にはどんなものがあるか確認できます。

この図は市内の農家の典型的な間取りを模式化したもので、便所が
別棟になっています。各部分には市内における呼称を示しています。

かまどは、市内では「おくどさん」と呼ばれています。写真は、
市内のある家に残されていた「おくどさん」です。

まきは、市内では「割り木」と呼ばれ、主にかまどや風呂の燃料
として使われてきました。

写真の臼は餅つき用であり、穀類などの脱穀・精白用ではありま
せん。
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石うすは、米・麦・大豆などの穀物を粉にひくために使った道具で
す。上と下に分かれていて、上のうすの穴から穀物を入れて回すと、
上と下のすきまから粉が出てきます。


